
　「
市
民
と
野
党

の
共
闘
で
都
政

転
換
」
を
め
ざ
す

呼
び
か
け
人
会

議
は
、
２
０
２
８

年
の
都
知
事
選

挙
に
向
け
て
、
都

政
に
か
か
わ
る

野
党
各
党
と
懇
談
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
７
月
　
日
に
は
、
都
議
会
会
派
の
「
グ

１５

リ
ー
ン
な
東
京
」
の
漢
人
あ
き
こ
都
議
会

議
員
と
懇
談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
漢
人
議
員
が
と
り
く
ん
で

い
る
地
球
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
神
宮
外

苑
の
再
開
発
、
小
金
井
市
で
の
道
路
問
題

巨
大
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
問
題
な
ど
都

都 民 が つ く る 革 新 都 政 2026年8月15日

市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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　〈
平
和
は
当
た
り
前

じ
ゃ
な
い
/
た
く
さ
ん

の
人
の
涙
と
苦
し
み
と

/
「
生
き
た
い
」
と
い

う
願
い
の
上
に
あ
る
/

だ
か
ら
私
は
忘
れ
な
い

/
沖
縄
戦
で
苦
し
ん
だ

人
た
ち
を
〉。
曾
祖
母

の
惨
禍
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
と
決
意

し
た
中
学
生
の
声
が
、
沖
縄
「
慰
霊

の
日
」
の
会
場
に
響
い
た
。
高
市
首

相
の
挨
拶
に
は
身
内
か
ら
「
気
持
ち

が
籠
っ
て
い
な
い
」
と
の
不
満
が
漏

れ
、
参
列
者
か
ら
は
「
沖
縄
を
戦
場

に
す
る
な
」
の
声
が
出
さ
れ
た
▼
そ

し
て
時
代
は
今
、
戦
前
回
帰
を
志
向

す
る
異
様
な
空
気
が
漂
う
。
総
選
挙

で
東
京
の
自
民
党
候
補
は
「
場
合
に

よ
っ
て
は
血
を
流
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
い
け
な
い
事
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
発
言
。
国
旗
損
壊
処
罰
法

の
国
会
提
案
で
、
維
新
議
員
は
そ
の

目
的
に
「
愛
国
心
の
醸
成
」
を
あ
げ

た
▼
で
は
小
池
知
事
は
ど
う
か
。
憲

法
と
平
和
を
め
ぐ
る
共
産
党
都
議
団

の
質
問
に
「
安
全
保
障
は
国
の
専
管

事
項
、
国
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
に
べ
も
な
い
。
た
だ

政
治
家
小
池
は
侵
略
戦
争
を
美
化
す

る
名
う
て
の
靖
国
派
。
防
衛
・
環
境

大
臣
時
代
に
は
、
沖
縄
メ
デ
ィ
ア
を

愚
弄
し
辺
野
古
基
地
建
設
を
強
行
し

て
い
る
▼
朗
読
は
続
く
。〈
戦
争
は

二
度
と
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
叫

び
/
私
は
そ
の
思
い
を
/
 こ
れ
か

ら
先
も
伝
え
て
い
く
〉。
国
会
前
で

「
憲
法
を
壊
す
な
」
と
叫
ぶ
若
者
た
ち

の
希
望
の
姿
が
重
な
る
。（
駒
） 

議
会
で
の
質
問
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、

環
境
問
題
で
の
都
政
転
換
の
必
要
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
日
に
は
、
社
民
党
東
京
都
連

２２

合
と
の
懇
談
が
お
こ
な
わ
れ
、
憲
法
改

悪
反
対
の
運
動
、
前
回
都
知
事
選
挙
で

の
市
民
と
野
党
の
政
策
協
定
や
候
補
者

選
定
委
員
会
な
ど
の
と
り
く
み
つ
い
て

意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
懇
談
で

も
２
０
２
８
年

都
知
事
選
挙
を

市
民
と
野
党
の

共
闘
で
た
た
か

う
こ
と
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

　この7月で小池都政は10年目、3期目の折り返し点を迎えました。小池都

政10年で、都民のくらしはよくなったでしょうか、東京は住みよい街になっ

たでしょうか。貧困と格差は改善されたでしょうか。民主的な都政運営が実

現したでしょうか。いずれもＮＯです。次期都知事選まで2年、２０２８年都知

事選へ向けて、とりくみをスタートさせましょう。

視　点

　
検
証
」
の
作
成
、
発
行

▼
都
政
転
換
を
め
ざ
す
市
民
と
野
党
の

　
共
同
の
始
動

▼
対
都
予
算
要
求
闘
争

○
当
面
の
行
動

（
1
）
定
例
会
前
都
民
宣
伝
　
第
3
回
・

　
第
4
回
定
例
会
前
日

（
2
）　
小
池
都
政
　
年
を
検
証
し
、
都
民

10

　
が
主
人
公
の
都
政
の
実
現
を
め
ざ
す

　
集
会
の
開
催
（
日
時
　
月
　
日
夜
／
会

10

21

　
場
四
ツ
谷
プ
ラ
ザ
エ
フ
／
講
演
・
各
団

　
体
か
ら
の
都
政
検
証
・
告
発

（
3
）
2
0
2
6
年
総
会
／
日
程
　
月
12

（
4
）
2
0
2
7
年
度
予
算
編
成
と
都
政

　
運
営
に
関
す
る
要
望
書
提
出
／
　
月
12

　
ま
た
、
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
東

京
災
対
連
と
共
催
で
９
月
　
日（
金
）、
エ

１１

デ
ュ
カ
ス
東
京
で
「
関
東
大
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

（
詳
細
・
２
面
案
内
）

　
各
団
体
・
地
域
で
小
池
都
政
　
年
の
検

１０

証
と
知
事
選
挙
に
向
け
た
と
り
く
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

呼
び
か
け
人
会
議
が
２
０
２
８
年
都
知
事
選
挙
に
向
け

　
 グ
リ
ー
ン
な
東
京
、 社
民
党
東
京
都
連
合
と
懇
談

特 別 国 会 が 示 した もの ２０２８年都知事選挙で
    「都民が主人公」の都政の実現を

た
な
国
民
的
共
同
の
前
進
―
の
柱
に
基

づ
く
都
知
事
選
挙
方
針
を
定
め
、
と
り

く
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
も
と
で
７
月
　
日
に
開
催

２４

さ
れ
た
代
表
世
話
人
会
は
、
総
会
決
定

の
具
体
化
と
し
て
以
下
の
基
本
戦
略
と

都
知
事
選
挙
を
め
ざ
す
活
動
を
決
定
、

と
り
く
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

○
基
本
戦
略

（
1
）
憲
法
改
悪
反
対
都
民
運
動
の
発
展

　
と
都
民
要
求
結
集
、
小
池
都
政
転
換

　
を
め
ざ
す
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
発

　
展
を
両
輪
に
2
0
2
8
年
都
知
事
選

　
挙
を
め
ざ
す
活
動
を
推
進

（
2
）財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
、
都
民
置
き
去
り

　
の
小
池
都
政
を
都
民
目
線
で
検
証
、　

　
告
発
し
、「
都
民
が
主
人
公
」の
都
政
へ

　
の
転
換
を
め
ざ
す

○
都
知
事
選
を
め
ざ
す
〈
9
月
～
　
年
　

27

3
月
〉
の
活
動

▼
年
内
を
目
途
に
「
小
池
都
政
　
年
の

10

東
京
都
が
来
年
度
の

　
予
算
編
成
方
針
を
発
表

次
期
都
知
事
選
挙
ま
で
２
年

　７月２４日、特別国会が閉会しました。今国会は高市
首相のクーデター的解散・総選挙による自民党と日本
維新の会の与党が衆議院で３分の２を超える議席を占
める異常な事態のもとで開催され、過去２０年間で最
短の当初予算審議、わずか１日の予算委で補正予算成
立、党首討論の回避、衆院定数削減法案の野党欠席の
もと審議強行など、高市首相の指揮のもと「数の力」
を頼みとした議会制民主主義を蹂躙する国会運営がく
り返され、悪法がつぎつぎと成立するという異常な事
態がつくりだされました。
　こうした事態に対してマスコミでは「あらわとなっ
たのは、立法府の危機的状況である。巨大与党を率い
る高市早苗首相は独善的振る舞いに終始し、審議の形
骸化が進んだ」（毎日新聞社説7/26）、「首相の『国会
軽視』と与党の『数の暴力』が目立つ国会」（朝日新聞
7/24）など厳しい批判の声が上げられました。
　また、世論調査でも、７月末時点で高市政権の支持
率がＮＨＫ、新聞各社、時事通信など全８社で政権発
足後最低を記録。毎日新聞では高市政権の支持が
４１％、不支持率が４４％と支持率が逆転 しました。
　９条守れのペンライト集会など国民の怒りも拡大。
高市政権包囲網が形づくられようとしています。

　
７
月
　
日
、
東
京
都
が
２
０
２
７
年

３１

度
東
京
都
予
算
の
見
積
も
り
方
針
（
副
知

事
依
命
通
達
）
と
「
2
0
5
0
東
京
戦
略
 

政
策
レ
ビ
ュ
ー
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
小
池
都
知
事
は
同
日
の
記
者
会
見
で
、

「
2
0
5
0
東
京
戦
略
」
を
示
し
、「
東
京

が
日
本
の
成
長
の
牽
引
役
と
し
て
飛
躍

的
な
成
長
に
向
け
た
施
策
、
先
手
先
手

で
取
り
組
む
こ
と
で
『
世
界
一
の
都
市
・

東
京
』
を
実
現
す
る
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、「
成
果
重
視
の
視
点
に
基
づ
く
事
業

の
見
直
し
を
一
層
推
進
し
て
、
強
靱
で

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
堅
持
す
る
」
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。　
ま
た
、
小
池
都

知
事
は
異
常
な
物
価
高
騰
に
苦
し
む
都

民
や
中
小
業
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
と

る
こ
と
は
な
く
、
知
事
就
任
以
降
の
　１０

年
間
爆
走
し
て
き
た
「
財
界
フ
ァ
ー
ス

ト
・
都
民
置
き
去
り
の
都
政
」
優
先
の
姿

勢
を
あ
ら
た
め
て
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
予
算
編
成
方
針
で
は
、
予
算
の

位
置
づ
け
と
し
て
「『
２
０
５
０
東
京
戦

略
』
が
目
指
す
『
世
界
で
一
番
の
都
市
・

東
京
』
を
実
現
す
る
予
算
」
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
、
予
算
全
体
を
ゼ
ロ
シ
ー

リ
ン
グ
（
今
年
度
予
算
か
ら
の
増
額
を
認

め
な
い
）と
す
る
一
方
、「
２
０
５
０
東
京

戦
略
」
が
掲
げ
る
「
世
界
一
の
都
市
・
東

京
」
＝
「
稼
ぐ
都
市
」
に
係
わ
る
予
算
は

シ
ー
リ
ン
グ
枠
外
＝
青
天
井
と
い
う
異

常
な
方
針
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
池
都
政
　
年
の
総
括
と
当
面
の
と
り
く
み

10

　
2
0
2
8
年
都
知
事
選
（
知
事
任
期
満

了
7
月
　
日
）
は
参
院
選
（
任
期
満
了
7

30

月
　
日
）
と
同
時
期
に
た
た
か
わ
れ
る
こ

25
と
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
、
高
市
政
権
は
、

衆
議
院
で
多
数
議
席
獲
得
を
背
景
に
改

憲
・「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
暴
走
。
来

年
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
改
憲
推
進
議

席
を
獲
得
し
、
改
憲
発
議
を
一
気
に
推
進

す
る
こ
と
を
企
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
参

院
選
と
同
時
期
に
た
た
か
わ
れ
る
次
期

都
知
事
選
挙
は
、
改
憲
を
め
ぐ
る
歴
史
的

政
治
戦
と
一
体
に
日
本
と
東
京
の
未
来

の
か
か
っ
た
選
挙
戦
と
し
て
た
た
か
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
つ
く
る
会
は
昨
年
　
月
に
開
催
し
た

１２

２
０
２
５
年
度
総
会
で
２
０
２
８
年
都

知
事
選
挙
に
向
け
た
方
針
と
し
て
、「
都

政
転
換
の
と
り
く
み
の
恒
常
化
」
を
提
起
。

そ
の
具
体
化
と
し
て
、（
１
）
小
池
都
政
の

批
判
・
告
発
、
都
政
転
換
を
め
ざ
す
活
動

の
推
進
、（
２
）
生
活
防
衛
、
切
実
な
都

民
要
求
の
実
現
め
ざ
す
活
動
の
推
進
、

（
３
）
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
発
展
、
あ
ら

開会9月１８日(金)
　　（知事所信表明）

　代表質問 ２９日(火)

　一般質問 ３０日(水)

閉会１０月８日(木)

都議会第３回定例会

懇
談
に
は
、
永
山
利
和
代
表
世
話
人
と

運
営
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
に
は
新
社
会
党
と
の
懇
談
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
呼
び
か
け
人
会
議
は
　
月
４
日
に
、

１０

「
戦
後
　
年
第
五
福
竜
丸
保
存
　
年
」
の

８１

６０

第
３
回
都
政
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
バ
ス
ツ

ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
・
０
３-

３
９
４
3-

６
５
３
３

都都都都都都都都都都都民民民民民民民民民民民がががががががががががつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるる革革革革革革革革革革新新新新新新新新新新都都都都都都都都都都革新都政政政政政政政政政政政
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こ
の
よ
う
な
憲
法
違
反
、
国
民
の
声
無

視
の
政
治
に
大
き
な
声
を
上
げ
続
け
て

き
ま
し
た
。
7
月
　
日
は
日
本
で
女
性

25

差
別
撤
廃
条
約
が
発
効
し
た
日
で
す
。

（
1
9
8
5
年
）

　
こ
の
日
は
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実
現

に
向
け
て
、
様
々
な
活
動
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
署
名
も
　40

万
人
を
超
え
て
提
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
が
1
4
8
か
国
中
1
1
8
位
と
大

き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。
男
女
賃
金
格
差

も
大
き
い
ま
ま
で
す
。
選
択
的
夫
婦
別

姓
が
実
現
し
て
い
な
い
の
も
日
本
だ
け

で
す
。
男
女
格
差
が
埋
ま
ら
な
い
な
か

で
、
必
死
で
働
く
女
性
労
働
者
に
と
っ

て
、
首
都
東
京
の
生
活
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
公
営
住
宅

は
全
く
増
や
さ
れ
ず
、
家
賃
補
助
も
据

え
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
教
育
費
は
増

え
続
け
、
給
付
型
奨
学
金
も
実
現
せ
ず
、

修
学
旅
行
費
無
償
化
も
少
し
の
地
域
を

除
い
て
多
く
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。　

新婦人の会東京都本部

　
高
市
自
民
維
新
政
権
は
7
月
　
日
に

17

男
系
男
子
の
み
と
歴
史
を
偽
り
、
女
性
・

女
系
天
皇
を
許
さ
な
い
目
的
で
皇
室
典

範
改
定
法
案
を
国
会
で
強
行
成
立
さ
せ

ま
し
た
。
わ
ず
か
2
票
差
の
採
決
で
し

た
。
戦
前
回
帰
・
改
憲
を
掲
げ
る
、
高
市

政
権
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
無
視
し
た

憲
法
違
反
の
暴
挙
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
新
日
本
婦
人
の
会
は
こ
の
間
、
国
の

政
府
の
無
策
の
た
め
に
上
が
り
つ
づ
け

る
消
費
者
物
価
の
な
か
で
、
医
療
・
介
護

に
つ
い
て
も
不
安
な
政
策
が
つ
づ
い
て

い
ま
す
。

　
東
京
歯
科
保
健
医
協
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、　

％
の
医
療
機
関
が
医
療
材
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料
の
入
手
困
難
を
訴
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
安
定
供
給
や
財
政
支
援
を
求
め

る
声
が
日
増
し
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
命
を
守
り
次
の

世
代
へ
と
つ
な
ぐ
政
治
が
今
ま
さ
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
根
底
を
守

地震への備え。一緒に考えませんか 

都 政 を
考 え る
連載 第１1回

- シリーズ -

〈
 
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
 
〉

　
　

予
　

算
　

②

地
方
自
治
法
第
２
１
１
条

　
　
（
予
算
の
調
製
及
び
議
決
）

　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、

毎
会
計
年
度
予
算
を
調
製
し
、

年
度
開
始
前
に
、
議
会
の
議
決

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
普
通

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
遅
く

と
も
年
度
開
始
前
、
都
道
府
県

及
び
第
2
5
2
条
の
　
第
1
項
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に
規
定
す
る
指
定
都
市
に
あ
つ

て
は
三
十
日
、
そ
の
他
の
市
及

び
町
村
に
あ
つ
て
は
二
十
日
ま

で
に
当
該
予
算
を
議
会
に
提
出

す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、

予
算
を
議
会
に
提
出
す
る
と
き

は
、
政
令
で
定
め
る
予
算
に
関

す
る
説
明
書
を
あ
わ
せ
て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
右
の
条
文
に
あ
る
通
り
、
地

方
自
治
体
の
長
は
、
毎
会
計
年

度
前
に
予
算
を
調
製
し
、
説
明

書
と
と
も
に
、
都
道
府
県
の
場

合
は
４
月
１
日
か
ら
の
会
計
年

度
の
開
始
日
の
　
日
前
ま
で
に

３０

議
会
に
提
出
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

予
算
書
の
作
成

　
そ
の
予
算
書
は
「
予
算
総
則
か

ら
は
じ
ま
る
条
文
形
式
で
つ
く

ら
れ
、
予
算
説
明
書
は
歳
入
歳

出
予
算
款
別
前
年
度
対
比
及
び

歳
出
予
算
款
別
財
源
別
内
訳
、

同
局
別
前
年
度
対
比
、
同
歳
出

予
算
局
別
財
源
別
内
訳
」
で
構
成

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
款
、
項
、
目
に

分
類
さ
れ
、
金
額
及
び
前
年
度

比
較
及
び
目
の
性
質
的
内
訳
の

節
、
事
業
毎
の
金
額
な
ど
を
記

載
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
提
案

　
条
文
に
あ
る
よ
う
に
自
治
体

の
長
は
、
会
計
年
度
毎
に
予
算

を
調
製
し
、
議
会
に
提
出
す
る

権
限
（
予
算
の
提
案
権
）
と
義
務

を
負
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
審
議
・
議
決

　
長
か
ら
提
案
を
受
け
た
議
会

は
こ
れ
を
審
議
し
、
予
算
案
を

原
案
通
り
議
決
す
る
「
原
案
議

決
」
、
必
要
な
修
正
を
加
え
て
議

決
す
る
「
修
正
議
決
」
、
原
案
を

全
面
的
否
定
す
る
「
否
決
」
の
い

づ
れ
か
の
決
定
を
お
こ
な
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

「
修
正
議
決
」
の
場
合
に
は
、
原

案
の
一
部
を
削
減
す
る
「
減
額
修

正
」
と
逆
に
一
部
を
増
額
す
る

「
増
額
修
正
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

「
増
額
修
正
」
に
は
「
長
の
予
算

提
案
権
を
侵
さ
な
い
範
囲
」
で
認

め
る
と
い
う
制
約
が
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
予
算
審
議
の
流
れ
は
、
一
般

的
に
各
常
任
委
員
会
に
負
託
さ

れ
各
常
任
委
員
会
の
審
査
意
見

に
も
と
づ
き
本
会
議
で
議
決
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
東
京
都
の
場
合
、
当
初
予

算
案
に
つ
い
て
は
本
会
議
に
上

程
さ
れ
た
の
ち
、
予
算
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
予
算
案
を

こ
の
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
・

審
議
の
の
ち
、
専
門
的
調
査
が

各
常
任
委
員
会
に
委
嘱
さ
れ
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
予
算
特
別

委
員
会
の
締
め
く
く
り
質
疑
を

経
て
、
本
会
議
に
報
告
す
べ
き

意
見
を
決
定
し
、
本
会
議
に
戻

さ
れ
議
決
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

予
算
の
執
行

　
予
算
の
執
行
と
は
議
会
の
議

決
も
し
く
は
知
事
の
専
決
処
分

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
予
算
を

そ
の
定
め
に
し
た
が
っ
て
具
体

的
に
そ
の
予
算
の
実
現
を
図
る

一
連
の
手
続
き
を
さ
し
ま
す
。

東
京
都
で
は
毎
年
度
当
初
に
予

算
執
行
に
関
わ
る
副
知
事
依
命

通
達
が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
　
○
参
照
都
財
政
用
語
辞
典

ひ ろ が る 都 民 の た た か い

ペンライトの輝き「憲法守れ」コール、夏空に響く！

　時代錯誤の高市政権、皇室典範改定、女性差別は許さない！

　
7
月
　
日
に
東
京
都
2
0
2
7
年
度
予
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算
編
成
に
関
わ
る
副
知
事
依
命
通
達
が
出

さ
れ
、
東
京
都
各
局
で
の
来
年
度
予
算
編

成
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
都
民
生
活
要
求
実
現
大
行
動
実
行
委
員

会
で
は
、
毎
年
度
、
次
年
度
予
算
に
対
す
る

５
０
０
項
目
に
及
ぶ
共
同
要
望
書
を
作
成

し
、
小
池
都
知
事
宛
に
提
出
。
こ
れ
に
対

す
る
東
京
都
か
ら
の
回
答
を
も
と
に
、
昨

年
は
　
月
　
日
に
都
庁
に
お
い
て
、　

組

１０

２４

２６

織
　
人
延
３
３
３
人
の
参
加
の
も
と
、
終

７５
日
の
再
要
請
を
実
施
。
独
法
化
さ
れ
た
都

立
病
院
に
対
し
て
「
採
算
確
保
が
困
難
な
医

療
に
つ
い
て
は
運
営
費
負
担
金
と
し
て
都

が
財
源
を
措
置
す
る
」、
高
齢
者
の
補
聴
器

購
入
助
成
に
つ
い
て
「
制
度
の
実
施
方
法
見

直
し
と
実
施
自
治
体
の
拡
大
」、
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
へ
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
に
適
用
つ
い

て「
現
在
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
」、
介

護
労
働
者
の
自
転
車
利
用
支
援
に
つ
い
て

「
今
後
の
対
応
を
検
討
」
な
ど
の
回
答
を
獲

得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
実
行
委
員
会
に
よ

る
都
民
要
求
を
背
景
に
し
た
要
望
行
動
が

実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　
来
年
度
要
望
提
出
に
向
け
て
は
、
４
月

の
実
行
委
員
会
で
「
２
０
２
６
年
度
東
京
都

予
算
特
徴
と
予
算
要
求
運
動
と
は
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
学
習
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

①
６
～
７
月
に
各
団
体
で
独
自
に
対
都
要

請
・
懇
談
を
す
す
め
る
、
②
７
月
　
日
ま
で

１０

に
各
団
体
が
実
行
委
員
会
に
要
望
書
を
提

出
す
る
、
③
実
行
委
員
会
が
各
団
体
提
出

の
要
望
を
と
り
ま
と
め
て
７
月
　
日
ま
で

３１

に
東
京
都
に
提
出
す
る
。
④
９
月
　
日
ま

３０

で
に
東
京
都
が
文
章
で
回
答
を
お
こ
な
う
、

⑤
東
京
都
の
回
答
に
対
す
る
各
団
体
か
ら

の
再
要
請
項
目
の
提
出
を
受
け
、
実
行
委

員
会
が
　
月
２
日
ま
で
に
再
要
請
項
目
を

１０

東
京
都
に
提
出
、
⑥
　
月
　
日
に
対
面
で

１０

２８

の
東
京
都
要
請
行
動
実
施
―
な
ど
を
協
議
、

決
定
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
は
労
働
組
合
や
医
療
団
体
、

業
者
団
体
、
障
害
者
団
体
、
社
会
保
障
関
連

団
体
、
教
育
団
体
、
女
性
団
体
、
平
和
団
体

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
の
要

望
で
は
、
異
常
な
物
価
高
騰
へ
の
対
策
、
介

護
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
、
医
療
機
関
へ

の
経
営
・
財
政
支
援
の
継
続
、
公
立
中
学
校

の
　
人
学
級
の
段
階
的
実
施
の
前
倒
し
、

３５
教
員
不
足
の
解
消
と
働
き
方
改
革
の
推
進
、

少
人
数
・
専
任
教
員
の
配
置
の
優
遇
な
ど
私

学
経
常
費
補
助
の
見
直
し
、
給
付
型
奨
学

金
の
早
期
実
現
、
都
営
住
宅
の
新
規
建
設
、

防
災
局
設
置
と
予
防
原
則
立
脚
し
た
災
害

対
策
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
、
土
台
と
な
る
は
ず
の
「
憲
法
」
が
大

き
く
揺
ら
い
で
国
民
の
暮
ら
し
を
壊
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
外
に
出
て
」
多

く
の
仲
間
と
と
も
に
「
憲
法
こ
そ
希
望
」

の
声
を
上
げ
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
に
意
思
を

込
め
て
国
会
に
都
議
会
に
明
か
り
を
灯

し
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　「
世
界
の
女
性
と
手
を
つ
な
ぎ
、
永
遠

の
平
和
を
打
ち
立
て
ま
す
。」（
会
の
目

的
）
今
年
の
夏
は
ペ
ン
ラ
イ
ト
と
と
も
に

新
婦
人
は
「
憲
法
、
9
条
、
平
和
を
守
る

運
動
」
に
奔
走
し
ま
す
。

2
0
2
7
年
度
予
算
に
向
け

　
　
各
団
体
か
ら
の
要
望
書
を
東
京
都
に
提
出
　

予
算
の
提
案

都
民
生
活
要
求
実
現
大
行
動
実
行
委
員
会

新たな首都直下地震被害想定と
　　　　　　防災庁設置について

平田 直（元東京大学地震研究所名誉教授）

日時 ：９月 １１日 （金）、１８：３０～

会場 ：エデュカス東京７階 大会議室

主催

関東大震災メモリアルシンポ

能登半島地震・熊本地震。震度７の激しい揺れの地
震がつづいています。また、国は南海トラフ地震、
首都直下地震など「国難級」の地震の切迫を喚起、
その備えを提起しています。今年は関東大震災か
ら１０３周年。防災をテーマにシンポジュウムを
開催します。
　どなたでも参加できます。ご一緒に学び、予防
の立場での備えを考えませんか。

　最寄駅 ：東京メトロ麹町駅、 ＪＲ総武線市ヶ谷駅

参加費 ：１,０００円

講
   演

革新都政をつくる会：０３－５９７８-４０３１
東京災対連：０３-５３５９-３１７１


	1
	2

